
つ
か
り
、
川
原
に
連
れ
て
行
か
れ
、
間
一
髪
の
と
こ
ろ
、
粥
塚

隊
長
と
水
谷
通
訳
の
お
陰
で
命
を
助
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
と

き
の
粥
塚
隊
長
か
ら
「
自
ら
の
墓
穴
を
掘
る
よ
う
な
こ
と
は
す

る
な
」
と
注
意
を
受
け
た
言
葉
は
、
私
の
生
涯
の
戒
め
と
し
て

現
在
も
生
き
て
い
る
し
、
私
の
た
め
に
必
死
で
通
訳
し
て
く
だ

さ
っ
た
水
谷
氏
も
今
は
故
人
と
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
、
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

や
が
て
ソ
連
政
治
局
の
指
導
に
よ
り
若
い
ア
ク
チ
ー
ブ
が
や

っ
て
来
て
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
「
唯
物
論
」
や
何
や
ら

が
始
ま
っ
て
民
主
主
義
革
命
の
の
ろ
し
が
上
が
っ
た
。
反
軍
闘

争
か
ら
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
ま
で
つ
る
し
上
げ
に
な
っ
た
、
日

本
人
同
胞
が
互
い
に
血
で
血
を
洗
う
陰
惨
な
闘
争
が
日
夜
繰
り

返
さ
れ
た
。
私
に
は
ど
う
し
て
も
心
底
よ
り
共
産
主
義
思
想
に

同
調
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
表
面
上
は
あ
く
ま
で
も
共
産
主

義
者
で
な
け
れ
ば
帰
国
で
き
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
元
帥
に
感
謝
決

議
と
、
天
皇
島
に
敵
前
上
陸
し
日
本
に
民
主
的
革
命
を
起
こ
す

の
だ
と
言
う
口
実
で
引
揚
船
「
朝
嵐
丸
」
に
乗
船
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

朝
嵐
丸
で
の
給
食
は
白
い
米
飯
と
た
く
あ
ん
だ
っ
た
。
三
年

余
り
口
に
し
た
こ
と
の
な
い
日
本
の
味
だ
っ
た
。「
国
破
れ
て

山
河
あ
り
」
と
か
。
ま
だ
祖
国
は
健
在
で
あ
る
、
き
っ
と
再
建

で
き
る
と
心
に
誓
っ
た
。

故
郷
の
家
で
は
す
で
に
両
親
は
他
界
し
た
の
だ
し
、
一
人
婚

期
を
逸
し
た
姉
が
家
を
守
っ
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
二
人

の
弟
は
無
事
帰
還
で
き
た
だ
ろ
う
か
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
め
ぐ

ら
し
て
涙
が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
、
舞
鶴
港
の
松
の
緑
が
目
に

し
み
る
八
年
ぶ
り
で
見
る
祖
国
の
土
、
今
踏
む
こ
と
が
で
き
る

喜
び
と
感
激
の
涙
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岐
阜
県
　
猿
渡
秀
夫
　 

昭
和
十
九
年
八
月
、
静
岡
県
浜
松
市
外
三
方
原
、
中
部
第
一

三
〇
部
隊
入
隊
。

昭
和
二
十
年
一
月
、
第
一
期
検
閲
終
了
。
一
月
十
五
日
、
北

支
派
遣
軍
一
九
一
五
四
部
隊
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二



十
六
日
下
関
到
着
、
翌
日
乗
船
す
る
。
対
馬
海
峡
に
中
国
潜
水

艦
出
る
と
の
報
に
戦
争
を
実
感
す
る
も
、

無
事
釜
山
港
に
到
着
。

釜
山
駅
よ
り
鉄
道
に
よ
り
陸
路
を
北
上
、
二
月
十
五
日
、
北
支

済
南
飛
行
場
に
到
着
、
任
務
に
つ
く
。

各
地
か
ら
の
通
信
受
領
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
各
方
面
よ

り
戦
況
の
情
報
が
入
っ
て
く
る
が
、
皆
、
日
本
に
と
っ
て
不
利

な
情
報
ば
か
り
に
な
っ
た
。
戦
況
は
だ
ん
だ
ん
と
悪
い
方
向
に

進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
部
外
へ
の
秘
密
が
や
か
ま
し
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

沖
縄
上
空
で
の
空
中
戦
の
模
様
な
ど
刻
々
と
打
電
し
て
き
た

が
、
最
後
に
「
我
レ
敵
艦
ニ
向
ケ
突
入
ス
」

、
こ
れ
で
連
絡
は

切
れ
る
。
乗
員
、
機
体
を
再
び
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の

作
戦
は
天
号
作
戦
と
銘
打
っ
て
、
我
々
第
五
航
空
軍
部
隊
が
主

力
戦
力
で
あ
っ
た
。

済
南
に
来
て
Ｂ2

9

の
爆
撃
二
回
、
Ｐ51

の
銃
撃
五
回
と
、
慣

れ
て
き
た
と
き
に
転
進
命
令
が
あ
り
、
朝
鮮
の
平
壤
（
現
在
の

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
に
移
動
す
る
。
平
壤
市
内
の
小
学
校
に
本
部
設

置
し
、
次
に
我
が
佐
々
木
分
隊
は
満
州
国
錦
州
に
展
開
を
命
ぜ

ら
れ
移
動
す
る
。
錦
州
駅
よ
り
二
十
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
秘
匿
飛

行
場
が
あ
り
、
着
い
た
と
き
に
は
少
年
飛
行
兵
の
教
育
実
修
中

で
あ
っ
た
が
、
我
々
が
到
着
と
同
時
に
少
年
兵
は
移
動
し
て
い

っ
た
。

早
速
防
空
壕
掘
り
に
着
手
。
こ
の
村
は
候
家
屯
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
村
長
さ
ん
が
大
変
な
協
力
者
で
、
我
々
の
仕
事
に
村
民

が
奉
仕
で
約
三
十
人
の
満
人
が
来
た
が
、
何
せ
仕
事
の
能
率
と

き
た
ら
日
本
人
の
十
分
の
一
人
、
私
が
指
導
し
て
掘
っ
て
い
た

が
進
行
し
な
い
、
半
分
は
あ
き
ら
め
。
彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
全

く
関
係
の
な
い
こ
と
。
満
人
の
村
役
人
は
大
声
を
あ
げ
て
罵
声

を
浴
び
せ
て
い
る
が
、
ど
こ
吹
く
風
、
な
ん
と
も
言
え
ぬ
光
景

で
し
た
。

二
十
年
八
月
十
二
日
、
こ
の
飛
行
場
の
設
備
は
野
戦
に
し
て

は
よ
い
方
で
し
た
。
送
信
、
受
信
室
も
完
備
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
敵
機
の
目
標
に
な
り
や
す
い
。
そ
の
た
め
に
約
百
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
小
山
の
中
腹
に
穴
を
掘
っ
て
移
転
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
ん
な
状
況
の
中
に
突
然
の
情
報
が
入
っ
た
。
ど
う
も
ア
メ
リ

カ
側
の
放
送
で
近
々
日
本
は
全
面
降
伏
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

分
隊
長
も
他
に
口
外
せ
ぬ
よ
う
に
全
員
に
注
意
し
た
。
そ
れ



と
同
時
に
、
北
の
ソ
連
軍
の
動
き
に
注
意
す
る
よ
う
指
示
が
あ

る
。八

月
十
四
日
、
内
地
か
ら
の
大
本
営
の
放
送
で
重
大
な
天
皇

の
お
言
葉
と
の
こ
と
で
、
も
は
や
事
の
重
大
さ
を
充
分
感
知
し

て
い
た
。
飛
行
場
の
歩
兵
警
備
中
隊
に
こ
の
と
き
初
め
て
通
達

し
た
。
翌
日
全
兵
士
が
我
々
の
準
備
し
た
受
信
機
で
詔
勅
放
送

を
聞
い
た
。
そ
の
日
の
夕
食
は
盛
り
沢
山
な
食
事
が
出
た
。

十
六
日
、
朝
よ
り
無
線
機
器
の
爆
砕
、
暗
号
書
類
の
焼
却
を

行
う
。

十
七
日
、
送
受
信
所
内
の
片
付
け
。

十
八
日
、
錦
州
市
内
に
て
一
泊
、
日
本
人
経
営
の
酒
場
に
て
。

十
九
日
、
大
連
展
開
中
の
同
部
隊
松
井
分
隊
と
合
流
し
、
錦

州
駅
出
発
。
途
中
大
石
橋
に
て
列
車
停
止
（
六
時
間
）

、
ソ
連
軍

落
下
傘
部
隊
奉
天
市
に
降
下
の
た
め
列
車
運
行
が
不
可
能
と
の

情
報
、
迂
回
し
て
鮮
満
国
境
の
駅
安
東
に
出
る
。
安
東
駅
に
て

中
国
人
機
関
士
逃
亡
、
汽
車
停
止
の
ま
ま
約
八
時
間
、
な
ん
と

か
朝
鮮
人
の
機
関
士
を
探
し
て
朝
鮮
国
内
に
入
り
本
体
と
合
流

す
る
。

二
十
一
日
、
週
番
を
命
ぜ
ら
れ
る
も
、
毎
日
ソ
連
機
が
二
回

飛
来
し
て
大
同
江
の
横
の
平
壤
飛
行
場
の
偵
察
を
行
い
、
兵
員

輸
送
し
て
い
る
と
の
情
報
。

二
十
二
日
、
大
同
江
川
中
に
全
員
の
銃
を
投
げ
込
む
。

二
十
三
日
、
朝
鮮
人
の
行
動
が
不
気
味
に
な
り
、
日
本
の
神

社
が
焼
か
れ
る
。

二
十
五
日
、

ソ
連
軍
の
命
に
よ
り
飛
行
場
横
の
社
宅
に
移
る
。

二
十
八
日
、
ソ
連
軍
将
校
と
朝
鮮
人
が
日
本
刀
を
持
っ
て
社

宅
に
入
り
、
三
十
キ
ロ
奥
の
三
合
里
の
元
日
本
軍
の
演
習
場
に

集
合
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

二
十
九
日
、
先
遣
隊
と
し
て
約
三
分
の
一
の
六
百
名
が
出
発

す
る
。

三
十
日
、
我
々
が
出
た
一
時
間
後
に
、
銃
を
持
っ
た
ソ
軍
と

朝
鮮
人
に
全
員
三
合
里
に
行
け
と
追
い
出
し
に
あ
い
、
朝
全
員

と
顔
を
合
わ
す
。

三
十
一
日
、
逃
亡
者
十
数
名
出
る
。

十
月
二
十
八
日
ご
ろ
、
ダ
モ
イ
東
京
の
ウ
ソ
の
始
ま
り
で
、

興
南
港
の
社
宅
に
移
動
す
る
。
約
二
カ
月
、
毎
日
ソ
連
の
貨
物

船
に
穀
類
の
積
み
込
み
作
業
。

十
二
月
三
十
日
、
第
二
回
目
東
京
ダ
モ
イ
で
着
い
た
と
こ
ろ



が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
日
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
発
（
第
三
回

東
京
ダ
モ
イ
）

、
沿
海
に
沿
っ
て
北
上
、
三
日
目
よ
り
海
一
面
氷

の
海
を
北
上
す
る
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
砕
氷
船
が
現
れ
先
導

す
る
こ
と
約
二
十
時
間
、
港
ら
し
き
入
口
で
我
々
の
船
は
止
ま

る
。
船
上
か
ら
下
を
見
て
驚
い
た
。
な
ん
と
厚
さ
が
二
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
氷
が
縦
、
横
、
斜
め
と
割
れ
た
ば
か
り
で
ま
だ
付
着

し
て
い
る
上
を
早
く
も
ト
ラ
ッ
ク
が
こ
の
船
に
近
づ
い
て
く
る
。

タ
ラ
ッ
プ
が
氷
の
上
に
下
ろ
さ
れ
、
ソ
連
兵
が
銃
を
持
っ
て
降

り
て
行
く
。
こ
の
港
が
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
港
の
入
口
で
、
奥
ま
で
の

距
離
は
十
五
キ
ロ
く
ら
い
。
氷
上
の
デ
コ
ボ
コ
を
よ
け
、
滑
り

な
が
ら
四
時
間
か
け
て
や
っ
と
地
面
の
と
こ
ろ
に
到
着
し
、
収

容
所
の
建
物
ま
で
雪
の
中
を
三
十
分
ほ
ど
歩
き
、
や
っ
と
着
く

と
建
物
の
中
は
至
る
と
こ
ろ
氷
が
つ
い
て
い
た
が
、
二
十
キ
ロ

～
二
十
五
キ
ロ
の
装
具
を
背
負
っ
て
氷
原
を
歩
い
た
疲
労
は
死

の
一
歩
手
前
だ
っ
た
。
横
に
な
る
と
皆
凍
死
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
な
が
ら
寝
た
。

途
中
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
東
南
地
点
で
友
納
中
尉
が
行
軍
中
に
倒

れ
て
凍
死
さ
れ
た
。
誠
に
哀
れ
で
あ
っ
た
。

こ
の
収
容
所
は
第
二
収
容
所
と
し
て
主
に
伐
採
、
製
材
所
の

作
業
。
到
着
か
ら
十
日
目
、
次
々
死
亡
し
、
二
十
五
名
が
一
室

に
並
べ
ら
れ
た
。

二
月
に
入
り
同
年
兵
（
名
古
屋
出
身
者
）
二
名
が
死
亡
。

一
月
二
十
日
、
奥
地
伐
採
地
チ
バ
リ
に
五
百
名
転
出
。
収
容

所
内
の
病
室
は
満
員
の
た
め
、
少
々
の
こ
と
で
は
認
め
ら
れ
ぬ
。

五
月
に
な
る
と
、
病
人
は
少
な
く
な
る
。

六
月
に
入
る
と
、
ボ
ー
ン
ハ
ー
ヂ
（
流
木
）
作
業
、
野
宿
し

な
が
ら
上
流
へ
。

七
月
～
八
月
に
は
、
今
日
ま
で
の
製
材
品
の
船
積
み
作
業
を

行
う
。

九
月
～
十
月
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
港
の
入
港
船
の
荷
役
作
業
、
製

粉
工
場
の
船
か
ら
荷
役
作
業
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
、
火
力
発
電
所
の
石
炭
荷
役
に
七
百
名

転
出
。
病
弱
者
第
三
収
容
所
に
移
動
、
約
五
百
名
。
第
一
チ
バ

リ
収
容
所
伐
採
者
約
七
百
名
全
員
が
凍
傷
、
病
気
の
た
め
下
山
、

第
三
収
容
所
に
入
る
。

七
月
、
第
二
収
容
所
の
残
り
千
名
が
缶
詰
工
場
（
港
の
入
口
）

に
移
動
。



十
月
、
東
京
ダ
モ
イ
で
第
三
収
容
所
に
移
動
、
乗
船
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
上
陸
。

市
内
収
容
所
よ
り
ウ
ラ
ジ
オ
駅
乗
車
、

ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
駅
に
て
下
車
。
橋
之
下
収
容
所
（
第
二
）
に
入

る
。
石
け
ん
工
場
の
労
働
、
砂
糖
工
場
、
道
路
補
修
、
建
築
現

場
な
ど
の
作
業
。

昭
和
二
十
三
年
、
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
地
方
役
所
の
ボ
イ
ラ
ー
係

と
し
て
の
作
業
。

八
月
、
東
京
ダ
モ
イ
で
市
内
の
別
の
収
容
所
に
移
動
、
そ
こ

で
他
の
部
隊
の
者
と
一
緒
に
な
り
、
ナ
ホ
ト
カ
に
向
け
汽
車
に

乗
り
ナ
ホ
ト
カ
着
。
我
々
だ
け
約
五
時
間
後
、
乗
っ
て
き
た
汽

車
で
元
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
か
と
思
い
し
や
、
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
を

通
過
し
て
ソ
満
国
境
近
く
の
無
人
駅
に
降
ろ
さ
れ
、
十
五
キ
ロ

奥
地
の
山
中
に
あ
る
小
屋
に
入
る
。

十
月
、
前
に
い
た
部
隊
が
全
員
引
き
揚
げ
（
ダ
モ
イ
）
、
我
々

だ
け
残
り
、
伐
採
作
業
。

昭
和
二
十
四
年
八
月
、
一
週
に
一
度
四
十
八
時
間
～
五
十
六

時
間
と
い
う
労
働
が
続
く
。
薪
を
貨
車
が
入
る
と
七
、
八
人
が

一
組
で
一
時
間
で
積
む
。
横
に
あ
る
も
の
を
積
む
の
と
わ
け
が

違
っ
て
、
五
十
メ
ー
ト
ル
～
七
十
メ
ー
ト
ル
と
遠
い
と
こ
ろ
に

あ
る
も
の
を
運
搬
し
て
積
む
の
で
あ
る
。
目
方
も
か
な
り
重
い

も
の
ば
か
り
。
一
日
三
度
列
車
が
入
る
と
皆
完
全
に
ふ
ら
ふ
ら

に
な
る
。

十
月
二
十
二
日
、
突
然
東
京
ダ
モ
イ
と
ソ
連
兵
が
言
っ
て
き

た
。
皆
本
気
に
し
な
い
が
、
荷
物
を
持
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
。

小
雪
が
降
っ
て
寒
い
夕
方
だ
っ
た
。

駅
で
待
つ
こ
と
五
時
間
余
、

こ
ん
ど
は
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
。
そ
れ
か
ら
五
日
間
毎
日
待
ち

続
け
て
、
最
後
の
収
容
所
に
入
っ
た
と
き
は
ホ
ッ
と
し
た
。
車

窓
か
ら
見
て
ソ
連
兵
に
聞
い
た
話
で
は
、
沿
線
の
収
容
所
は
皆

帰
っ
た
と
い
う
話
だ
っ
た
。
我
々
の
ほ
か
に
将
校
連
中
が
ナ
ホ

ト
カ
に
い
た
。

こ
う
し
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
終
わ
っ
た
。
今
思
い
出
し
て
も

胸
が
キ
リ
キ
リ
痛
む
。
よ
く
ぞ
生
き
て
帰
れ
た
と
時
々
夢
を
見

る
。




